
②
東
京
圏
に
お
け
る
人
口
減
少
社
会
の
構
造
を
考
え
る

１
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
東
京
圏
郊
外
地
域
を
対

象
に
、
2
0
世
紀
後
半
に
お
け
る
郊
外

化
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
郊
外
化
か
最
も
進
行
し
た
時
期

と
そ
の
後
の
人
口
構
造
の
関
係
を
、

「
郊
外
第
１
世
代
」
と
そ
の
子
世
代

で
あ
る
「
郊
外
第
２
世
代
」
の
世
代

間
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ

る
。
本
稿
は
、
東
京
圏
の
郊
外
地
域

藤
井
　
多
希
子
　
慶
應
義
塾
大
学
　
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
大
江
研
究
室
　
博
士
課
程

の
形
成
過
程
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
現
在
の
姿
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を

与
え
て
い
る
の
か
を
浮
き
彫
り
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
東
京
圏
郊
外
地
域
に
お
け
る
横

浜
市
の
相
対
的
位
置
と
横
浜
市
内
部

の
地
域
差
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

２
　
1
9
7
0
年
代
に
市
街
化
の
ピ
ー
ク
を

　
　
迎
え
た
東
京
圏
郊
外
地
域

　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
東
京
圏
郊
外
地

域
の
現
在
の
市
街
地
の
原
型
が
形
成

さ
れ
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
だ
っ
た

の
か
、
と
い
う
郊
外
化
の
プ
ロ
セ
ス

を
、
新
た
に
宅
地
化
さ
れ
た
面
積
の

拡
大
と
い
う
側
面
か
ら
分
析
す
る
。

具
体
的
に
は
、
1
9
6
0
年
か
ら
2

0
0
0
年
ま
で
の
最
大
９
時
点
に
お

け
る
国
勢
調
査
の
人
口
集
中
地
区

（
以
下
「
Ｄ
Ｉ
Ｄ
」
と
い
う
）
の
拡

大
を
市
街
化
の
指
標
と
し
、
各
市
区

町
村
全
面
積
に
占
め
る
Ｄ
Ｉ
Ｄ
面
積

の
比
率
を
成
長
曲
線
の
一
つ
で
あ
る

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
曲
線
に
あ
て
は
め

て
、
市
街
化
か
最
も
進
行
し
た
時
期

（
以
下
「
市
街
化
ピ
ー
ク
時
期
」
と

い
う
）
を
推
定
し
、
こ
れ
に
よ
り
東

京
圏
郊
外
地
域
の
市
区
町
村
を
分
類

し
た
。
対
象
と
し
た
の
は
、
1
9
6

0
～
2
0
0
0
年
の
国
勢
調
査
で
Ｄ

Ｉ
Ｄ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村

の
う
ち
、
1
9
6
0
年
時
点
で
既
に

Ｄ
Ｉ
Ｄ
面
積
比
率
が
１
で
あ
る
市
区

町
村
や
Ｄ
Ｉ
Ｄ
の
デ
ー
タ
数
が
足
り

な
い
市
区
町
村
な
ど
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
曲
線
に
よ
る
分
析
が
適
さ
な
い

も
の
を
除
き
、
最
終
的
に
は
１
２
９

市
区
町
村
と
な
っ
た
※
①
。
な
お
、

横
浜
市
に
つ
い
て
は
、
1
9
6
5
年

時
点
の
区
を
単
位
と
し
て
時
系
列
分

析
を
行
っ
た
。
対
象
区
は
、
鶴
見
区
、

神
奈
川
区
、
西
区
、
中
区
、
南
区

（
現
在
の
南
区
と
港
南
区
）
、
保
土
ヶ

谷
区
（
現
在
の
保
土

ヶ
谷
区
と
旭
区
）
、

磯
子
区
、
金
沢
区
、

港
北
区
（
現
在
の
港

北
区
、
緑
区
、
青
葉

区
と
都
筑
区
）
、
戸

塚
区
（
現
在
の
戸
塚

区
、
瀬
谷
区
、
栄
区

と
泉
区
）
の
計
1
0
区

で
あ
る
。

　
図
１
は
、
算
出
し

た
市
街
化
ピ
ー
ク
時

期
に
よ
っ
て
各
市
区

町
村
を
分
類
し
た
も

の
で
あ
る
。
市
街
化

ピ
ー
ク
時
期
で
最
も

多
い
の
は
、
1
9
7

0
年
代
後
半
、
次
い

で
1
9
7
0
年
代
前

市街化ピーク時期による市区町村の分類図一1

半
で
あ
り
、
1
9
7
0
年
代
に
市
街

化
ピ
ー
ク
時
期
を
迎
え
た
市
区
町
村

数
を
合
計
す
る
と
6
3
市
区
町
村

（
4
8
・
８
％
）
と
な
る
。
ま
た
、
こ

れ
に
1
9
6
0
年
代
ま
で
に
市
街
化

ピ
ー
ク
時
期
を
迎
え
た
市
区
町
村
を

加
え
る
と
１
１
２
市
区
町
村
（
8
6
・

８
％
）
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
郊
外

地
域
で
は
1
9
8
0
年
ま
で
に
市
街

冷籾牟齢政でm臨珊it率がi
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化
か
急
速
に
進
行
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
市
街
化
ピ
ー
ク
時
期
を

市
区
町
村
の
東
京
都
心
部
か
ら
の
距

離
帯
別
に
み
る
と
、
神
奈
川
県
沿
岸

部
や
飛
び
地
な
ど
の
例
外
は
あ
る

が
、
市
街
化
ピ
ー
ク
時
期
は
お
お
む

ね
東
京
都
心
か
ら
の
距
離
に
沿
っ
て

同
心
円
上
に
分
布
し
て
い
る
。
横
浜

市
の
各
区
の
市
街
化
ピ
ー
ク
時
期
を

み
る
と
、
神
奈
川
区
は
1
9
6
0
年

以
前
の
早
い
時
期
に
、
鶴
見
区
、
金

沢
区
は
6
0
年
代
前
半
、
保
土
ヶ
谷
区
、

磯
子
区
、
南
区
は
6
0
年
代
後
半
、
戸

塚
区
は
7
0
年
代
前
半
、
港
北
区
は
7
0

年
代
後
半
で
あ
る
。
ま
た
、
中
区
、

西
区
は
1
9
6
0
年
時
点
で
Ｄ
Ｉ
Ｄ

面
積
比
率
は
既
に
１
で
あ
る
。
以
上

か
ら
、
横
浜
市
全
体
と
し
て
は
東
京

圏
の
な
か
で
比
較
的
早
い
時
期
に
、

市
街
化
か
進
行
し
た
が
、
横
浜
市
内

部
を
み
る
と
、
6
0
年
代
前
半
ま
で
に

市
街
化
ピ
ー
ク
時
期
を
迎
え
た
沿
岸

部
、
6
0
年
代
後
半
の
中
央
部
、
7
0
年

代
前
半
の
南
部
、
7
0
年
代
後
半
の
北

部
の
大
き
く
４
つ
に
分
け
ら
れ
、
市

街
化
プ
ロ
セ
ス
に
差
違
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

３
　
市
街
化
ピ
ー
ク
時
期
と
居
住
世
帯
の

家
族
構
成
の
変
化

　
次
に
、
市
街
化
ピ
ー
ク
時
期
に
よ

り
、
居
住
世
帯
の
家
族
構
成
が
ど
の

よ
う
に
異
な
る
か
を
み
て
み
よ
う
。

図
２
は
、
家
族
類
型
を
「
夫
婦
と
子
」

「
夫
婦
の
み
」
「
単
独
」
「
そ
の
他
」

の
４
つ
の
世
帯
に
分
け
、
1
9
8
0

年
と
2
0
0
0
年
に
お
け
る
そ
れ
ぞ

れ
の
世
帯
類
型
の
割
合
を
市
街
化
ピ

ー
ク
時
期
別
に
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
特
徴
的
な
の
は
、
1
9
8

0
年
時
点
で
の
「
夫
婦
と
子
か
ら
な

る
世
帯
」
の
割
合
の
高
さ
で
あ
る
。

1
9
7
0
年
代
前
半
に
市
街
化
ピ
ー

ク
時
期
を
迎
え
た
グ
ル
ー
プ
を
ピ
ー

ク
と
し
て
、
そ
の
割
合
は
高
く
な
っ

て
お
り
、
市
街
化
に
よ
り
「
夫
婦
と

子
か
ら
な
る
世
帯
」
が
大
量
に
居
住

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
過
程
を

表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
2
0

年
後
の
2
0
0
0
年
に
な
る
と
、
か

つ
て
は
６
割
近
く
を
占
め
て
い
た

「
夫
婦
と
子
」
の
割
合
は
４
割
程
度

に
減
少
し
て
い
る
が
、
市
街
化
ピ
ー

ク
時
期
に
従
っ
て
そ
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
構
造
は
、
1
9
8
0
年

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。

　
　
「
夫
婦
と
子
か
ら
な
る
世
帯
」
の

減
少
に
対
し
て
増
加
し
て
い
る
の
が

「
夫
婦
の
み
世
帯
」
と
「
単
独
世
帯
」

で
あ
る
。
「
夫
婦
の
み
」
に
つ
い
て

は
、
1
9
8
0
年
時
点
で
は
市
街
化

ピ
ー
ク
時
期
が
早
い
グ
ル
ー
プ
ほ
ど

そ
の
割
合
も
高
い
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
2
0
0
0
年
時
点
で
は
ク
ル
ー

プ
間
の
差
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
「
単
独
世
帯
」
に
つ
い

て
は
、
1
9
8
0
年
で
も
2
0
0
0

年
で
も
市
街
化
ピ
ー
ク
時
期
が
早
い

ほ
ど
そ
の
割
合
が
高
い
と
い
う
構
造

は
変
わ
ら
ず
、
特
に
、
1
9
6
0
年

以
前
と
1
9
6
0
年
代
前
半
に
市
街

化
ピ
ー
ク
時
期
を
迎
え
た
２
グ
ル
ー

プ
で
は
、
2
0
0
0
年
に
お
い
て

「
単
独
世
帯
」
の
割
合
が
最
も
高
く

な
っ
て
お
り
、
「
夫
婦
と
子
」
は
も

は
や
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
支
配
的

な
家
族
構
成
と
は
い
え
な
い
。
1
9

6
0
年
代
後
半
以
降
の
各
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
も
「
単
独
世
帯
」
の
占
め

図―2　1980年と2000年における市街化ピーク時期別居住世帯の家族類型別割合

　　　　　　　　　　　　　1980年居住世帯の家族類型

　　　　　　　　　　　　　0%　　20%・　40%　　60%･　　80%　　100%

70km圏市区町村全体

　　　　1960年以前

　　　1960年代前半

　　　1960年代後半

　　　1970年代前半

　　　1970年代後半

　　　1980年代前半

　1980年代後半以降

■夫婦と子　回夫婦のみ　ロ単独　趙その他

る
割
合
は
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、

家
族
構
成
が
大
き
く
変
容
し
て
き
て

い
る
。

　
高
度
経
済
成
長
期
に
東
京
圏
に
流

入
し
て
き
た
若
年
層
の
多
く
は
、
き

ょ
う
だ
い
が
比
較
的
多
い
人
口
転
換

期
世
代
で
あ
り
、
故
郷
に
戻
っ
て
家

を
継
ぐ
必
要
の
な
い
次
男
・
三
男
で

あ
っ
た
た
め
に
、
高
度
経
済
成
長
期

に
一
斉
に
核
家
族
世
帯
を
形
成
し
、

定
住
し
た
。
図
２
か
ら
は
、
こ
う
し

た
世
帯
か
ら
子
供
が
離
家
し
、
「
夫

婦
と
子
」
か
ら
な
る
世
帯
が
「
夫
婦

の
み
」
や
「
単
独
」
世
帯
へ
と
移
行

し
つ
つ
あ
る
様
子
が
窺
え
る
。

2000年居住世帯の家族類型

　0%　　20%　　40%　　60%　　80%　　100%

70km圏市区町村全体

　　　　1960年以前

　　　1960年代前半

　　　1960年代後半

　　1970年代前半

　　　1970年代後半

　　　1980年代前半

　1980年代後半以降

■夫婦と子　囮夫婦のみ　ロ単独　昌その他
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４
　
世
代
間
バ
ラ
ン
ス
か
ら
み
た

　
　
東
京
圏
郊
外
地
域
の
人
口
構
造

　
東
京
圏
郊
外
地
域
に
お
け
る
居
住

人
口
の
年
齢
構
造
を
、
世
代
間
バ
ラ

ン
ス
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
み
よ

う
。
郊
外
に
初
め
て
居
住
す
る
よ
う

に
な
っ
た
世
代
を
「
郊
外
第
１
世

代
」
、
そ
の
子
世
代
を
「
郊
外
第
２

世
代
」
と
呼
ぶ
と
、
現
在
で
は
「
郊

外
第
２
世
代
」
が
自
ら
の
家
族
を
形

成
し
、
住
宅
を
取
得
す
る
年
齢
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
子
世
代
が
親
世
代

に
対
し
て
多
く
居
住
す
る
地
域
と
そ

う
で
な
い
地
域
と
で
は
、
各
種
高
齢

者
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
適

正
配
置
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
新
た

に
居
住
す
る
よ
う
に
な
る
若
年
世
帯

の
住
環
境
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
と
市
街

地
状
況
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題
な

ど
、
同
じ
郊
外
地
域
で
あ
っ
て
も
抱

え
る
課
題
が
異
な
る
と
想
定
さ
れ

る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
高
度
経
済

成
長
期
に
持
家
取
得
時
期
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
1
9
3
1
～
３
５
年

生
ま
れ
の
コ
ー
ホ
ー
ト
（
1
9
6
5

年
時
点
で
3
0
～
3
4
歳
、
1
9
7
5
年

時
点
で
4
0
～
4
4
歳
）
を
「
郊
外
第
１

世
代
」
の
代
表
的
コ
ー
ホ
ー
ト
と
し

て
着
目
す
る
。
そ
し
て
「
郊
外
第
１

世
代
」
の
実
際
の
子
世
代
で
あ
る
１

1980年GBI

[二]-0.99

回1､00-1､09

匯|圖11,10-1.19

1.20-1.29

1.30-

図―3　1980年GBI

図―4　2000年GBI

９
５
４
～
６
５
年
生
ま
れ
の
コ
ー
ホ

ー
ト
（
「
郊
外
第
１
世
代
」
女
性
が

生
ん
だ
全
子
ど
も
数
の
8
2
・
0
％
を

占
め
る
）
を
「
郊
外
第
２
世
代
」
と

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
口
構

造
を
世
代
間
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
観
点

か
ら
み
る
た
め
に
、
「
郊
外
第
２
世

代
」
人
口
の
母
世
代
に
あ
た
る
女
性

人
口
か
ら
推
計
さ
れ
る
1
9
5
4
～

６
５
年
生
ま
れ
人
口
の
理
論
値
で
、

実
際
の
当
該
年
齢
人
口
を
除
し
た
値

を
「
世
代
間
バ
ラ
ン
ス
係
数

（
G
e
n
e
r
a
t
i
o
n
　
B
a
l
a
n
c
e
　
I
n
d
e
x
,
以

後
「
Ｇ
Ｂ
Ｉ
」
と
い
う
）
」
と
し
た

※
②
。
さ
ら
に
、
人
口
の
世
代
間
バ

ラ
ン
ス
が
市
区
町
村
レ
ベ
ル
で
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る

の
か
を
み
る
た
め
に
、

2000年QBI

Ｅヨー0.99

1■丿･･｢♂●　●

乙Σtm－^m

1圖11.10-1.18

㎜1.20-1.39

㎜1.30－

図―5　2000年／1980年GBI比率

ほ
と
ん
ど
の
郊
外
地
域
が
市
街
化
ピ

ー
ク
時
期
を
迎
え
た
後
と
な
る
1
9

8
0
年
と
2
0
0
0
年
の
２
時
点
で

Ｇ
Ｂ
Ｉ
を
計
算
し
、
そ
の
比
率
を
指

標
と
し
て
用
い
た
（
「
郊
外
第
２
世

代
」
は
1
9
8
0
年
時
点
で
1
5
～
2
6

歳
、
2
0
0
0
年
時
点
で
3
5
～
4
6
歳

で
あ
る
）
。
Ｇ
Ｂ
Ｉ
の
2
0
0
0

年
／
1
9
8
0
年
比
率
が
１
未
満
で

あ
れ
ば
、
「
郊
外
第
２
世
代
」
人
口

が
親
世
代
人
口
に
対
し
て
減
少
し
て

お
り
、
１
以
上
で
あ
れ
ば
増
加
し
て

い
る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
指
標
に
よ

っ
て
、
子
世
代
が
独
立
し
、
地
域
外

に
流
出
し
た
後
に
高
齢
者
が
居
住
し

続
け
て
い
る
地
域
を
特
定
す
る
こ
と

2000年/1980年QBI比率
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が
可
能
と
な
る
。

　
Ｇ
Ｂ
Ｉ
の
2
0
0
0
年
／
1
9
8

0
年
比
率
が
１
未
満
で
あ
る
市
区
町

村
、
す
な
わ
ち
子
世
代
が
親
世
代
に

対
し
て
減
少
し
て
い
る
市
区
町
村

は
、
全
体
で
5
1
市
区
町
村
で
あ
り
、

そ
の
分
布
を
図
５
で
み
る
と
、
東
京

都
心
地
域
と
都
心
か
ら
の
距
離
が
比

較
的
近
い
場
所
に
立
地
す
る
市
区
町

村
の
他
、
秦
野
市
、
横
須
賀
市
、
大

磯
町
、
東
松
山
市
な
ど
の
都
心
か
ら

5
0
～
6
0
㎞
圏
に
立
地
す
る
市
区
町
村

と
な
っ
て
い
る
。
横
浜
市
の
都
心
で

あ
る
西
区
と
中
区
は
、
1
9
8
0
年

の
Ｇ
Ｂ
Ｉ
は
そ
れ
ぞ
れ
0
・
9
6
、

0
・
9
0
で
あ
っ
た
が
、
2
0
0
0

年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
１
・
０
４
、
１
・

１
７
へ
と
上
昇
し
、
「
郊
外
第
２
世

代
」
が
相
対
的
に
多
く
居
住
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
み
て

と
れ
る
。
ま
た
、
小
金
井
市
、
国
分

寺
市
、
小
平
市
、
調
布
市
、
国
立
市

と
い
っ
た
、
東
京
西
部
の
各
市
区
で

は
木
造
賃
貸
ア
パ
ー
ト
が
多
く
、
若

年
単
身
層
が
多
く
居
住
す
る
地
域
で

あ
る
た
め
に
、
2
0
0
0
年
Ｇ
Ｂ
Ｉ

が
１
以
上
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
1
9
8
0
年
Ｇ
Ｂ
Ｉ
と
比
較
す

る
と
極
端
に
減
少
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
が
、
実
際
に
は
、
「
郊
外
第

２
世
代
」
人
口
が
世
帯
形
成
期
に
あ

５
　
ま
と
め

　
本
稿
は
、
市
街
化
の
プ
ロ
セ
ス
と

人
□
の
世
代
間
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
２

る
2
0
0
0
年
に
お
い
て
も
多
く
居

住
す
る
地
域
で
あ
る
。
一
方
、
大
磯

町
、
鎌
倉
市
と
い
っ
た
神
奈
川
県
沿

岸
部
の
市
で
は
、
1
9
8
0
年
、
2

0
0
0
年
の
両
時
点
に
お
い
て
Ｇ
Ｂ

Ｉ
は
Ｉ
未
満
と
な
っ
て
お
り
、
世
帯

形
成
期
に
入
っ
て
も
「
郊
外
第
１
世

代
」
人
口
と
「
郊
外
第
２
世
代
」
人

口
の
世
代
間
バ
ラ
ン
ス
が
回
復
し
な

い
地
域
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
2
0
0
0
年
Ｇ
Ｂ
Ｉ
が
1
9
8
0

年
Ｇ
Ｂ
Ｉ
と
比
較
し
て
2
0
％
以
上
上

昇
し
て
い
る
の
は
4
0
市
区
町
村
で
、

全
体
の
約
１
／
４
を
占
め
る
。
そ
の

立
地
は
、
東
武
伊
勢
崎
線
、
Ｔ
Ｊ
Ｒ
高

崎
線
・
埼
京
線
、
西
武
線
、
小
田
急

江
ノ
島
線
と
い
っ
た
沿
線
で
の
市
区

町
村
が
目
立
つ
。
ま
た
、
横
浜
市
港

北
区
、
浦
安
市
な
ど
の
大
規
模
な
開

発
が
進
行
し
た
市
区
町
村
で
も
高
い

上
昇
率
を
み
せ
て
い
る
（
港
北
区
の

2
0
0
0
年
／
1
9
8
0
年
Ｇ
Ｂ
Ｉ

比
率
は
１
・
３
５
、
浦
安
市
は
１
・

７
５
）
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
「
郊

外
第
２
世
代
」
の
純
流
入
が
大
き
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
流
入
し

た
人
口
は
、
年
齢
的
に
は
「
郊
外
第

２
世
代
」
に
属
す
る
が
、
実
態
と
し

て
東
京
圏
「
第
１
世
代
」
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

つ
の
側
面
か
ら
、
画
一
的
で
あ
る
と

評
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
郊
外
地
域
の

差
異
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の

差
異
は
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
郊
外
地
域

が
抱
え
る
課
題
に
反
映
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
子

世
代
人
口
が
流
出
し
た
後
、
高
齢
者

の
み
が
居
住
し
続
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
支
配
的
な
地
域
で
は
、
高
齢
者

の
居
住
ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
が
課
題
と
な
る
が
、

そ
の
対
応
は
誰
が
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、
子
世
代

人
口
が
現
時
点
で
多
く
流
入
し
て
い

る
地
域
で
は
、
若
年
世
帯
の
居
住
ニ

ー
ズ
と
高
齢
者
の
居
住
ニ
ー
ズ
の
バ

ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
い
く

の
か
も
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
横
浜
市
は
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば

東
京
圏
郊
外
地
域
の
な
か
で
は
比
較

的
早
い
時
期
に
市
街
化
ピ
ー
ク
時
期

を
迎
え
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体

と
し
て
み
れ
ば
親
世
代
と
子
世
代
の

バ
ラ
ン
ス
が
均
衡
し
て
い
る
地
域
で

あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、

横
浜
市
内
部
を
詳
細
に
み
れ
ば
、
大

規
模
開
発
型
計
画
住
宅
地
と
ス
プ
ロ

ー
ル
型
住
宅
地
で
は
人
口
構
造
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ

れ
、
全
市
的
な
観
点
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
政
策
と
ミ
ク
ロ
的
観
点
か
ら
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
を
整
合
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

※①2000年時点の行政区界を基準としたが、1960年以降に分割した市区町村については、分割以前

の区界を単位とした。本文で書いたように、ロジスティック曲線による分析は129市区町村を対象

に行ったが、4節以降のGBIを用いた分析では、1960年時点でDID面積比率が1である市区を加え、

152市区町村を対象とした。

※②GBIはある特定の年齢人口（例えば65歳以上人口など）の占める割合とは異なり、実際の出産

行動に基づいた親世代人口と子世代人口のバランスを子世代理論値を媒介として表すものであり、

親子関係という観点から年齢構造を分析することを可能にするところに特徴がある。GBIの詳しい

計算方法については注記の藤井・大江論文を参照されたい。

注記

　本稿は，藤井多希子・大江守之（2003）「東京圏郊外における高齢化と世代交代―高齢者の安定

居住に関する基礎的研究―」『総合政策学ワーキングペーパーシリーズ』No.3（慶應義塾大学　政

策・メディア研究科）をもとに横浜市にやや重点をおいて要約したものである。
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